
1

取付要領書
車内置き去り防止支援システム

01999-X0202-B

085E4-36040（085E2-00040）

このたびはトヨタ純正車内置き去り防止支援システムをお買い上げいただきありがとうございます。	
本書は車内置き去り防止支援システムの取り付け要領について記載してあります。	
取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。
別紙の「取扱書」は、必ずお客様にお渡しください。

品　名No. 個数

1 ユニット本体 1

3 フィルター 1

2 両面テープ 1

スポンジテープ9 2

� クランプ 50

� テープ（100mm×25mm） 70

6 テーププロテクタ
（200mm×100mm） 3

7

6 ※1

※1：6テーププロテクタ（200mm×100mm）はコースターでは使用しません
※2：�樹脂クリップはクーラーダクトの樹脂クリップが破損した際に交換してください

8 ワイヤーハーネス 1

7 スピーカー 1

4 スイッチ（降車確認ボタン） 1

5 スイッチ（ここだよボタン） 1

1 2

8

�

� ※2�

�

9

�

分岐コネクター 6�

フランジナット 1�

� 樹脂クリップ 24

� アースボルト 1

� 降車確認ボタンラベル 1

� 取扱書 1

� 装着確認ラベル 1

ここだよボタンラベル 1�

�

�

�
�

�

5

3

4

予備含む

予備含む

備考

構成部品

品　　番
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補給部品

品　名セット品番

②
ECU セット
085E2-00040

③
ラベルセット
085E4-36060

①
フィッティングキット
085E4-36040

品　番No. 個数

1 ユニット本体 1

3 フィルター 1

2 両面テープ 085E3-00020 1

スポンジテープ9 2

� クランプ 50

� テープ（100mm×25mm） 70

6 085E3-00050テーププロテクタ 3 枚入り
（200mm×100mm） 1

7

6※

※：6テーププロテクタ（200mm×100mm）はコースターでは使用しません

8 ワイヤーハーネス 1

7 スピーカー 1

4 スイッチ（降車確認ボタン） 085E3-00030 1

5 スイッチ（ここだよボタン） 1085E3-00030

1 2

8
�

��

�9 �

分岐コネクター 6�

フランジナット 1�

� 樹脂クリップ 24

� アースボルト 1

� 降車確認ボタンラベル 1

� 取扱書 1

� 装着確認ラベル 1

ここだよボタンラベル 1�

�� ��
�

53 4

予備含む

予備含む

備考

①

②

③
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取り付けに必要な工具等
一般工具、樹脂リムーバー、クリップリムーバー、マスキングテープ、保護シート、ニッパー、ヤスリ、
定規、脱脂剤等【イソプロピルアルコール(IPA)	純度100%	推奨】、ウエス、トヨタエレクトリカルテスター

部  品  の  取  り  付  け  は

●バッテリーの（ー）側ケーブルをはずす ●寸法にあった工具を使う

取  り  付  け  る  前  に

取り付け上の注意事項

車両部品の取りはずしに際しては、タッピング・スクリューやボルト、ナット類を紛失しないよ
う部品毎に整理し、復元作業時に間違いのないよう配慮してください。また、車両及び取りはず
した部品に傷を付けないよう取り扱いには充分注意してください。

●裏側に注意し、ハーネス噛み込みに注意する

⑵
車両を水平な場所に停車してパーキングブレーキを引き、輪留めを確実に行ってください。⑴

付属のスイッチ、リレー、ハーネス等を改造したりしますと、車両火災等重大事故の原因となる
ことがあります。

⑶

車両との接続は、専用コネクター等の接続端子を使って、確実に接続してください。車両火災等
の原因となることがあります。

⑷

バッテリー復元作業終了後に、車両機能部品の初期化が必要な部品があります。
作業終了後には必ず初期化作業を行ってください。

⑸

ク  ラ  ン  プ  は 取 り 付 け 完 了 後 は
●はだか線にはクランプしない ●余った部分をカットする ●取りはずした車両部品は確実に復元する

●カットした端末が他のハーネス
　と接触しないように注意する

●コネクターを異音がしない
　ようにクランプする

配  線  は
●車両ハーネスとまとめたり、
　クランプを使用して固定する

●コネクターは本体を持ってはずす ●無理に引っ張らない●コネクターは確実に接続する

●バリ・エッジ部は保護シート等で保護する ●グロメットから配線する場合は、
　防水処理を完全にする

防水
OK

●車両部品が確実に復元できるようハーネスを処理する

⑹

バッテリー接続中に作業を行う場合は、エアバッグセンサー等に衝撃を与えないよう充分注意してください。

車両部品の脱着及び車両への取り付け時の傷付き防止の為、必ず保護シートの上で作業を行って
ください。

………注意事項を守らないと事故につながったり、ケガをしたり、車両を損傷する等の恐れがあることを記載しています

この取付要領書では安全な作業をしていただく為、特にお守りいただきたいことを次のマークで表示しています

………スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載しています
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ガイド

溝

カット部分

ヒンジ

分岐コネクター

ストッパー

用品ハーネス

車両ハーネス

仮止め状態 ロック状態

ロック

溝
ヒンジ

テーピング部分 テーピング部分

未使用のハーネス

用品ハーネスが2本以上ある場合

分岐コネクターの接続方法

1	接続する車両ハーネスがビニールチューブ、
ビニールテープ及びコルゲートチューブで覆われ
ている場合は、適量をカットしてください。

3	接続する車両ハーネスを、分岐コネクターの溝
に入れて、ヒンジを返して確実にガイドへ挿入
してください。

⑴	 車両のビニールチューブ等をカットする際は、車両ハーネスを傷付けないよう充分注意してください。
⑵	 分岐コネクターは、他の用品が装着されている場合でも必ず、車両ハーネスに接続してください。
⑶	 分岐コネクター接続時に、クリック音と合わせてロック（2箇所）が確実に嵌合した事を確認してください。
⑷	 接続するコネクターの端子番号及び、用品ハーネスと車両ハーネスの線色を確認し、誤った接続をしないよう
充分注意してください。

⑸	 同一コネクターに複数の分岐コネクターを接続する場合は、接続位置をずらしてください。
⑹	 ヒンジが破損しても確実にロック（2箇所）できれば性能上問題ありません。
⑺	 一度使用した分岐コネクターは再使用しないでください。誤って接続した場合、分岐コネクターを車両
	 ハーネスに付けたまま用品ハーネスを切断し、ビニールテープで絶縁処理してください。
⑻	 接触不良の恐れがあるため、車両ハーネスの線径に適合した分岐コネクターを必ず使用してください。　

2接続する用品ハーネスを、分岐コネクターの溝
に入れてストッパーに当て、ヒンジを返して確
実にガイドへ挿入してください。

4仮止め状態の分岐コネクターを、プライヤー等
の工具を使用してロック（2箇所）がかかるまで
確実に挟み込んでください。

5	分岐コネクター及び、はだか線を
ビニールテープで巻いて処理してください。

分岐コネクター使用上の注意事項

分岐コネクターの接続手順

1

2

3

4

5

用品ハーネスが2本以上あり、未使用の用品ハーネス
がある場合、分岐コネクター及び、はだか線と共に
ビニールテープで巻いて処理してください。

用品ハーネスが2本以上あり、線径が異なる場合、
分岐コネクターの色に合わせて用品ハーネスを選択
してください。適応する線径は分岐コネクターの色
（白）＜（赤）＜（青）の順で太くなります。
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ハザードランプ点滅、ホーン等、電気系統の作動確認を実施してください。

ここだよボタン
ユニット本体

スピーカー

降車確認ボタン

分岐接続ハーネス
（ホーン信号）

アース端子

ECUハーネス

スイッチハーネス

分岐コネクター
（ハザード信号）

分岐コネクター
（バッテリー#2信号）

分岐コネクター
（バッテリー#1信号）

TY-HV-001b

概要図

始業点検
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パーキングブレーキカバー
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	スクリュー（3本）を取りはずす。
3.	ツメ（1箇所）の嵌合をはずし、パーキングブレー
キカバーを取りはずす。

フロントドアマットプレート NO.1
1.	スクリュー（2本）を取りはずす。
2.	ツメ（3箇所）の嵌合をはずし、フロントドアマッ
トプレートNO.1 を取りはずす。

インパネロワフィニッシュパネル（R）
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	ボルト（1本）を取りはずす。
3.	ツメ（9箇所）の嵌合をはずし、インパネロワフィ
ニッシュパネル（R）を取りはずす。

インパネカバー（L）
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	ツメ（15 箇所）の嵌合をはずし、インパネカバー（L）
を取りはずす。

車両部品の取りはずし

スクリュー×2

フロントドアマットプレートNO.1

ツメ×3

Fro
nt

TY-HV-A02

パーキングブレーキカバー

スクリュー×3

ツメ

Front

マスキングテープ

マスキングテープ

TY-HV-A01

ツメ×9

インパネロワ
フィニッシュ
パネル（R）

ボルト

マスキングテープ

Front

TY-HV-A03

マスキングテープ

インパネカバー（L）
ツメ×15

TY-HV-A04
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スクリュー×4

ツメ×4

小物入れ

TY-HV-A07

3.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付け
る。

4.	ツメ（9箇所）の嵌合をはずし、インパネロワフィ
ニッシュパネル（L）を取りはずす。

インパネロワフィニッシュパネル（L）
1.	ツメ（2箇所）の嵌合をはずし、カバーを取りは
ずす。

2.	シフトロック解除ボタンを押し、シフトレバー
を一番下に下げる。

センターパネル
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	ツメ（23 箇所）の嵌合をはずし、センターパネル
を取りはずす。

小物入れ
1.	スクリュー（4本）を取りはずす。
2.	ツメ（4箇所）の嵌合をはずし、小物入れを取り
はずす。

マスキングテープ

インパネロワフィニッシュパネル（L）

ツメ×9

TY-HV-A05

マスキングテープ

センターパネル

ツメ×23

TY-HV-A06

カバー

シフトレバー

下げる

シフトロック解除ボタン

ツメ×2

TY-HV-A38
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コンビネーションメーターツメ×2

スクリュー×2 マスキングテープ

TY-HV-A09

ボルト×4

エアコンコントロールパネル

TY-HV-A10

工場装着オーディオ

ボルト×4

車両前

TY-HV-A11

コンビネーションメーター
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	スクリュー（2本）を取りはずす。
3.	ツメ（2箇所）の嵌合をはずし、コンビネーションメー
ターを取りはずす。

エアコンコントロールパネル
1.	ボルト（4本）を取りはずす。
2.	エアコンコントロールパネルを手前に引き出す。

オーディオ
1.	ボルト（4本）を取りはずす。
2.	オーディオを取りはずす。

エアコンコントロールパネルはワイヤーで車両
と接続されているので、無理に引っ張ると破損
する恐れがあります。

マスキングテープ

ツメ×21

センタークラスター 車両前

TY-HV-A08

センタークラスター
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	ツメ（21 箇所）の嵌合をはずし、センタークラスター
を取りはずす。
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プロテクター ASSY FR RH
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	樹脂クリップ（1本）を取りはずす。
3.	ツメ（3箇所）の嵌合をはずし、カバーを取りはずす。
4..	ボルト短（1本）及びボルト長（6本）をはずし、
プロテクターASSY FR RHを取りはずす。

プロテクターASSY 
FR RH

ツメ×3 カバー
マスキング
テープ

樹脂クリップ

ボルト長×6
T＝12.5Ｎ･ｍ

ボルト短×1
T＝12.5Ｎ･ｍ

TY-HV-A12

センターステップ
1.	ボルト（4本）をはずし、センターステップを取
りはずす。

モール CTR
1.	スクリュー（3本）をはずし、モールCTRを取
りはずす。

モール RH
1.	スクリュー（3本）をはずし、モールRHを取り
はずす。

センターステップ

ボルト×4

TY-HV-A13

モールCTR

スクリュー×3

TY-HV-A14

モールRH

スクリュー×3

TY-HV-A15
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モール LH NO.2
1.	スクリュー（5本）をはずし、モール LH NO.2
を取りはずす。

シート LH NO.1
1.	ボルト（4本）をはずし、シート LH NO.1 を取
りはずす。

シート LH NO.2 のクッション
1.	クリップ（4箇所）の嵌合をはずし、シート LH 
NO.2 のクッションを取りはずす。

スクリュー×5

モールLH NO.2

TY-HV-A17

シートLH NO.1
ボルト×4
T＝18.0Ｎ･ｍ

TY-HV-A18

シートLH NO.2
クッション

クリップ×4

TY-HV-A19

モール LH NO.1
1.	スクリュー（3本）をはずし、モール LH NO.1
を取りはずす。

スクリュー×3

モールLH NO.1

TY-HV-A16
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点検カバー
1.	ボルト（7本）をはずし、点検カバーを取りはずす。

点検カバー

ボルト×7

TY-HV-A20

サイドプレート
1.	スクリュー（3本）をはずし、サイドプレートを
取りはずす。

ショルダーアンカー RH
1.	ツメ（2箇所）の嵌合をはずし、カバーを開ける。
2.	ボルト（1本）をはずし、ショルダーアンカーを
取りはずす。

ロアアンカー RH
1.	ツメ（2箇所）の嵌合をはずし、ロアアンカーカ
バーを取りはずす。

2.	ボルト（1本）をはずし、ロアアンカーRHを取
りはずす。

カバー

ショルダーアンカーRH

ツメ×2

シートベルト取付ボルト
T＝42.0Ｎ･ｍ

TY-HV-A21

ツメ×2

シートベルト取付ボルト
T＝42.0Ｎ･ｍカバー

ロアアンカーRH

TY-HV-A22

サイドプレート

スクリュー×3

TY-HV-A23
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クーラーパイプカバー
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	クリップ（9箇所）及びツメ（2箇所）の嵌合をはず
し、クーラーパイプカバーを取りはずす。

Front

ツメ ×2

クーラーパイプカバー

クリップ ×9

マスキングテープ

TY-HV-A25

バックドアアッパートリム
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	クリップ（14 箇所）の嵌合をはずし、バックドアアッ
パートリムを取りはずす。

バックドア
アッパートリム

クリップ×14

マスキングテープ

TY-HV-A26

C 及び D ピラーガーニッシュ
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	クリップ（4箇所）及びツメ（4箇所）の嵌合をはずし、
Cピラーガーニッシュを取りはずす。

3.	同様にDピラーガーニッシュを取りはずす。

マスキングテープ

マスキングテープ

Cピラーガーニッシュ Dピラーガーニッシュ

TY-HV-A30

センターピラーガーニッシュ LWR RH
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	ツメ（5箇所）及びクリップ（4箇所）の嵌合をはずし、
センターピラーガーニッシュ LWR RHを取りはず
す。

ツメ×5

マスキングテープ

クリップ×4

センターピラー
ガーニッシュ LWR RH

TY-HV-A24
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ルーフヘッドライニングモール NO.3
1.	クリップ（7箇所）の嵌合をはずし、ルーフヘッ
ドライニングモールNO.3 を取りはずす。

リヤピラーガーニッシュ RH NO.1 及び 
リヤピラーガーニッシュ LH NO.1
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	クリップ（2箇所）及びツメ（3箇所）の嵌合をはずし、
リヤピラーガーニッシュRH NO.1 を取りはずす。

3.	LH 側も同様に取りはずす。

リヤピラーガーニッシュ RH NO.2 及び 
リヤピラーガーニッシュ LH NO.2
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	クリップ（11 箇所）の嵌合をはずし、リヤピラーガー
ニッシュRH NO.2 を取りはずす。

3.	LH 側も同様に取りはずす。

クリップ×2
ツメ×3

リヤピラー
ガーニッシュRH NO.1

マスキングテープ

図はRH側を示します

TY-HV-A31

クリップ×11

リヤピラー
ガーニッシュRH NO.2

マスキングテープ

マスキングテープ図はRH側を示します

TY-HV-A32

リヤルーフヘッドライニング
1.	樹脂クリップ（7個）をはずす。
2.	クリップ（2箇所）及びツメ（8箇所）の嵌合を
はずし、リヤルーフヘッドライニングを取りは
ずす。

樹脂クリップ×7

リヤルーフヘッド
ライニングツメ×8

クリップ×2

TY-HV-A28

リヤピラーガーニッシュNO.2を取りはずす際、
クリップが落下しやすい為、注意して作業して
ください。

クリップ×7
ツメ×2

ルーフヘッドライニング
モール NO.3

TY-HV-A27
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ルーフボードセットモールディング NO.1
1.	クリップ（7箇所）の嵌合をはずし、ルーフボー
ドセットモールディングNO.1 を取りはずす。

クーラーダクト INN NO.3
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	クリップ（7箇所）の嵌合をはずし、クーラーダク
ト INN NO.3 下部を浮かせる。

クーラーダクト INN NO.2
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	クリップ（7箇所）の嵌合をはずし、クーラーダク
ト INN NO.2 下部を浮かせる。

ルーフボードセット
モールディング NO.1

クリップ×7

ツメ×2

TY-HV-A29

クリップ×7

クーラーダクト INN NO.3

マスキングテープ

TY-HV-A34

クーラーダクト INN NO.2

クリップ×7

マスキングテープ

TY-HV-A35

クーラーダクト INN NO.4 
< ロングボデー車 >
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	クリップ（3箇所）の嵌合をはずし、クーラーダクト 
INN NO.4 下部を浮かせる。

マスキングテープ

クーラーダクト INN NO.4

クリップ×3

TY-HV-A33

クーラーダクト復元時は浮きがないことを確認
してください。後席クーラーの風量が十分に確
保されない可能性があります。

クーラーダクト復元時は浮きがないことを確認
してください。後席クーラーの風量が十分に確
保されない可能性があります。

クーラーダクト復元時は浮きがないことを確認
してください。後席クーラーの風量が十分に確
保されない可能性があります。
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フロントルーフヘッドライニングモール
1.	クリップ（6箇所）の嵌合をはずし、図中の手の
位置を引き下げてフロントルーフヘッドライニ
ングモールの図中アミ掛け部を浮かせる。

クリップ×6

フロントルーフ
ヘッドライニングモール

TY-HV-A37

クーラーダクト INN NO.1
1.	図中アミ掛け部にマスキングテープを貼り付ける。
2.	クリップ（7箇所）の嵌合をはずし、クーラーダク
ト INN NO.1 下部を浮かせる。

クーラーダクト INN NO.1

クリップ×7

マスキングテープ

TY-HV-A36

クーラーダクト復元時は浮きがないことを確認
してください。後席クーラーの風量が十分に確
保されない可能性があります。
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車両部品の加工
パーキングブレーキカバーの加工
1.	図中アミ掛け部をニッパーでカットする。
2.	図中アミ掛け部をヤスリで削る。
3.	バリ・エッジをヤスリで取り除く。

Rエンド

10
m

m
15mm

パーキングブレーキカバー

TY-HV-B02

バックドアアッパートリムの加工
1.	図中アミ掛け部をヤスリで削る。
2.	バリ・エッジをヤスリで取り除く。

バックドアアッパートリム

38mm

Rエンド

5mm

6.5mm

TY-HV-B03
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センターピラーガーニッシュ LWR RH の加工
1.	図中アミ掛け部をニッパーでカットする。
2.	図中アミ掛け部をヤスリで削る。
3.	バリ・エッジをヤスリで取り除く。

センターピラー
ガーニッシュ LWR RH

裏面視

15mm

18mm

53mm

10mm

TY-HV-B05
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作業前準備
ワイヤーハーネスの6Pコネクターの嵌合をはずし、
ECUハーネスとスイッチハーネスに分割する。

スイッチハーネス 灰色 3P

乳白色6P

乳白色6P

白色 16P

ヒューズホルダー

ECUハーネス

TY-HV-D01

ECUハーネス

アース端子

車両ハーネス黒色2P

分岐接続ハーネス

オーディオ開口

オーディオ開口下
TY-HV-D02

ECUハーネス
インストルメントパネルJ/B

アース端子
分岐接続ハーネス 黒色2P

TY-HV-D03

乳白色67P

インストルメントパネルJ/B

TY-HV-D04

インストルメントパネル内の ECU ハーネス 
仮配線
1.	ECUハーネスのアース端子側を、コンビネーショ
ンメーター裏からヒーターコントロールパネル
裏通して、オーディオ開口下まで仮配線する。

2.	ECUハーネスの黒色 2Pコネクター及び分岐接
続ハーネスを、インストルメントパネル J/B ま
で仮配線する。

ECU ハーネスの配線

ECU ハーネスの配線
1.	インストルメントパネル J/B 左の乳白色 67P コ
ネクターをはずす。
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34

Q視

乳白色 67P

ECU ハーネス（赤）

車両ハーネス（赤）

Q視

分岐コネクター（赤）

TY-HV-D05

スピーカー フランジナット

黒色2P

ECUハーネス

T＝6.0Ｎ･ｍ

スタッドボルト

TY-HV-D06b

6.	ECUハーネスの黒色2Pコネクターをスピーカー
に接続し、フランジナットでスピーカーを取り
付ける。

5.	スピーカーの図中斜線部にカットしたテープを
貼り付ける。

4.	テープ（100mm× 25mm）をカットする。

2.	分岐コネクター（赤）で、ECUハーネス（赤コ
ード）を乳白色 67P コネクターの 34 番コード
（赤）に接続する。

コネクター内に同色コードがある為、端子番号
及び線色を確認し、誤った接続をしないよう	
充分注意してください。

3.	乳白色 67P コネクターを復元する。

スピーカー

スピーカーブラケット

テープ貼付位置

テープ

TY-HV-D48b

テープ
（100mm×25mm）

50mm 

TY-HV-D50



20

締め付けトルク
アースボルト 6.9～9.8N･m

車両ボルト
（再使用しない）

アース端子

ブラケット

ECUハーネス

テープ

分岐位置

ECUハーネス

アースボルト
（同梱部品）ブラケット

アース線

車両後方に向けて
固定する

車両フロア

クランプ

TY-HV-D08b

9.	車両ボルト（1本）を取りはずす。
10.	アースボルト（同梱部品：1本）で ECUハーネ
スのアース端子を固定する。

アース端子は車両の後方に向けて固定してくだ
さい。

11.	ECUハーネスを、テープで車両フロアに固定	
する。

12.	アース線の余長を、クランプでECUハーネスに
固定する。

ECUハーネスおよびアース線が、車両部品と	
干渉しないように固定してください。

ECUハーネス

クランプ×4

車両ハーネス

ブラケット

テープ

ECUハーネス
この破線より上部で固定

このエリアは
車両部品と干渉

くぼみ部

インパネブレースインパネ

インパネブレース

インパネ

車両ハーネス

TY-HV-D07

7.	ブラケットの斜線部にテープを貼り付ける。
8.	ECUハーネスをクランプで車両ハーネス、イン
パネ及びインパネブレースに固定する。

車両部品が復元できなくなる為、ECUハーネスは
インパネのくぼみ部よりも、上側で固定してくだ
さい。
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ECUハーネス

乳白色10P

乳白色10P

TY-HV-D09

13.	図は、これから配線するオーディオの乳白色 10P
コネクターを示す。

34

乳白色 10P

ECU ハーネス（紫）ECU ハーネス（緑）

車両ハーネス（紫）

車両ハーネス（緑）

分岐コネクター（赤）

分岐コネクター（赤）

Q視

TY-HV-D11

14.	分岐コネクター（赤）で、ECUハーネス（紫コー
ド）を乳白色 10P コネクターの 3番コード（紫）
に接続する。

15.	分岐コネクター（赤）で、ECUハーネス（緑コー
ド）を乳白色 10P コネクターの 4番コード（緑）
に接続する。

ECUハーネス

車両ハーネス

クランプ×2

打ち込みクランプ

リーンホース

TY-HV-D10

灰色14P

背面視

ECUハーネス

クランプ

車両ハーネス

エアコンコントロールパネル
TY-HV-D12

16.	ECUハーネスをクランプで車両ハーネスに固定
する。

18.	エアコンコントロールパネルの灰色 14P コネク
ターをはずす。

17.	ECUハーネスをクランプで車両ハーネスに固定
する。

エアコンコントロールパネルのワイヤーに干渉し
ないよう固定してください。



22

3

灰色14P

Q視

Q視

ECU ハーネス（黄）

車両ハーネス（黄）

分岐コネクター（赤）

TY-HV-D13

ECUハーネス

乳白色38P

乳白色38P

黒色10P

黒色10P

乳白色6P白色16P
TY-HV-D14b

21.	ECUハーネスの白色 16P コネクター及び乳白色
6Pコネクターを、コンビネーションメーター裏か
ら、右カウル付近まで配線する。

22.	ハザードスイッチの黒色 10P コネクター及びコン
ビネーションメーターの乳白色 38P コネクターを
取り出す。

19.	分岐コネクター（赤）で、ECUハーネス（黄コード）
を灰色 14P コネクターの 3番コード（黄）に接
続する。

コネクター内に同色コードがある為、端子番号
及び線色を確認し、誤った接続をしないよう	
充分注意してください。

20.	灰色 14P コネクターを復元する。

6

Q視

Q視

ECU ハーネス（白）

車両ハーネス（白）

黒色 10P

分岐コネクター（赤）

TY-HV-D15

23.	分岐コネクター（赤）で、ECUハーネス（白コー
ド）を黒色 10P コネクターの 6番コード（白）に
接続する。

24.	分岐コネクター（赤）で、ECUハーネス（赤コード）
を乳白色 38P コネクターの 5番コード（赤）に接
続する。5

Q視

Q視

乳白色38P

乳白色38P

ECUハーネス（赤）

分岐コネクター（赤）

車両ハーネス（赤）

TY-HV-D49b
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25.	ECUハーネスをクランプで車両クランプ位置に固
定する。

26.	ECUハーネスを、運転席足元へ配線し、クランプ
で車両ハーネス及びステー穴に固定する。

白色16P
（センターコンソールへ配線）

クランプ×３

車両ハーネス

ステー穴

乳白色6P
（後に配線）

TY-HV-D18

後作業の作動確認で、+Bの接続を確認するため、
線色を確認しながらヒューズの抜き差しを行い
ます。

27.	ECUハーネスを、インパネブラケット前方へ通し、
クランプでインパネボデーに固定する。

インパネボデー

既設穴

クランプ×7

インパネブラケット

ECUハーネス
クランプ2本を
連結させる

TY-HV-D31

11番コード（紫）

1コードを2本取り出す（無理に引き出さない）

コルゲート

コード

80mm

2フィルターを取り出した2本に被せる 3ビニールテープで全てのコードを巻く

ビニールテープ

12番コード（桃） 白色16P

11 12

TY-HV-D35

<AT 車の場合 >
28.	ECUハーネス白色 16P コネクターの 11 番コード
（紫）と 12 番コード（桃）を取り出す。

29.	取り出したコード 2本にフィルターを被せる。
30.	フィルター端を白色 16P コネクター端から 80mm
の位置に合わせ、ビニールテープで全てのコード
と共に巻く。

異音対策としてユニット本体取り付け後、クラ
ンプもしくはテープでフィルター取付部を車両
ハーネス等に固定してください。

車両クランプ
ヒューズホルダー

クランプ×3 打ち込みクランプ（使用しません）余長

ECUハーネス

TY-HV-D17b
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31.	ECUハーネスを、運転席側から助手席側へ配線し、
白色 16P コネクター取り出す。

ECUハーネス 白色16P

TY-HV-D37

11番コード（紫）

1コードを2本取り出す（無理に引き出さない）

コルゲート

コード

100mm

2フィルターを取り出した2本に被せる
3ビニールテープで全てのコードを巻き
　 テープを巻き付ける

ビニールテープ

テープ

フィルター端に
寄せる

12番コード（桃） 白色16P

11 12

TY-HV-D38

<MT 車の場合 >
28.	ECUハーネス白色 16P コネクターの 11 番コード
（紫）と 12 番コード（桃）を取り出す。

29.	取り出したコード 2本にフィルターを被せる。
30.	フィルター端を白色 16P コネクター端から
100mmの位置に合わせ、ビニールテープで全て
のコードと共に巻く。

31.	テープをフィルターの端に寄せて巻き付ける

異音対策としてユニット本体取り付け後、クラ
ンプもしくはテープでフィルター取付部を車両
ハーネス等に固定してください。

車両ハーネス

乳白色6P
（アクセルペダル下へ配線）

ECUハーネス

TY-HV-D45

< 共通 >
33.	ECUハーネスの乳白色6Pコネクターを、車両ハー
ネスに沿って運転席足元へ配線する。

32.	ECUハーネスの余長をセンターコンソール前に収
め、白色 16P コネクターを運転席側へ取り出す。

ECUハーネス

白色16P

余長

TY-HV-D44
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ECUハーネス

車両ハーネス

クランプ

乳白色6P
（車両ハーネスに
　沿って配線）

TY-HV-D21

35.	ECUハーネスの乳白色6Pコネクターを、車両ハー
ネスに沿って配線し、クランプで固定する

クランプ×3

車両ハーネス
乳白色6P
（フロント
スカッフ下へ配線）

TY-HV-D36

34.	ECUハーネスの乳白色6Pコネクターを、車両ハー
ネスに沿って配線し、クランプで固定する

アクセルペダル及びブレーキペダル可動部との
干渉を避けてECUハーネスを配線、固定して
ください。

アクセルペダル及びブレーキペダル可動部との
干渉を避けてECUハーネスを配線、固定して
ください。

40.	フロントドアマットプレートNO.1 を復元し、
ECUハーネスを固定する。スクリュー×2

ECUハーネス

フロントドアマットプレートNO.1

ツメ×3

Fro
nt

TY-HV-D40

ECUハーネスの損傷を避けるため、締結箇所の
挟み込みに注意して復元してください。

36.	フロアマットをめくる。
37.	ECUハーネスを車両ハーネスの車両内側に配線
し、運転席後方へ配線する。

38.	ECUハーネスを、クランプで車両コネクターに
固定する。

39.	めくったフロアマットを全て復元する。ECUハーネス クランプ

車両コネクター

ECUハーネス

ボデー

車両ハーネス
後方断面視

フロアマットをめくる

TY-HV-D39
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41.	加工箇所を ECUハーネスに合わせ、パーキング
ブレーキカバーを復元し、ECUハーネスを固定
する。

パーキングブレーキカバー

ECUハーネス
加工箇所

スクリュー×3

ツメ

Front

Front

TY-HV-D41

ECUハーネスの損傷を避けるため、加工箇所の
挟み込みに注意して復元してください。

ユニット本体の接続
1.	ECUハーネスの白色 16P コネクターをユニット
本体に接続する。

ユニット本体

白色16P

TY-HV-D47
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テープ×3

サイドトリムライン沿い　　　

ここだよボタン

ケーブル

ケーブル

テープ

サイド
トリム

サイド
トリム

ボデーパネル

TY-HV-G04

3.	ここだよボタンのケーブルを配線し、テープで
固定する。

ここだよボタン
センターピラーLH

10mm

25mm

センター
ピラーLH

トリム

TY-HV-G01

各ボタンの取り付け及びスイッチハーネスの配線

ここだよボタンの取り付け
1.	ここだよボタン取付位置を脱脂剤等で洗浄する。
2.	離型紙を剥がし、ここだよボタンをセンターピ
ラー LHに貼り付ける。

スイッチハーネスの仮配線
1.	フロアマットをめくり、スイッチハーネス（短
い方）の灰色 3Pコネクターを、車両ハーネス下
を通し、シート LH NO.2 まで配線する。

白色6P短い方 

長い方 

灰色3P
灰色3P

スイッチハーネスは白色 6Pを起点として、短
い方と長い方があります。ここでは短い方の灰
色 3Pコネクターを配線してください。

Front

スイッチハーネス（短い方）

フロアマット

車両ハーネス 　　　　

灰色3P

TY-HV-D46
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スイッチハーネスセンターステップ
Front

ここだよボタン
シート LH NO.2 フレーム

P 視

P 視

クランプ ×2

余長

TY-HV-G05

Front

ビニールテープ×2

シートフレーム
スイッチハーネス

TY-HV-D33

3.	ケーブルの余長を束ね、クランプでシートフレー
ムに固定する。

ここだよボタンのケーブル余長は図の位置でま
とめて固定してください。

4.	スイッチハーネスを配線し、ビニールテープで
シートフレームに固定する。

スイッチハーネスの配線
1.	ここだよボタンの灰色 3Pコネクターをスイッチハー
ネス（短い方）の灰色 3Pコネクターに接続する。

2.	接続した灰色3Pコネクターにスポンジテープを巻く。

ここだよボタン
スイッチハーネス（短い方）灰色3P

ここだよボタンの
ケーブル

スポンジテープ

シート LH NO.2
TY-HV-G03

足当たりによる断線を防ぐため、シートフレー
ム後方に配線してください。

Front

スイッチ
ハーネス

フロアマット

テープ×7

※センターステップと干渉しない

ボルト穴

TY-HV-D29

5.	フロアマットをめくり、スイッチハーネスをテー
プでフロアに固定する。

1.	 ボルト穴付近は、シートレッグの挟み込み
に注意し、配線及び固定してください。

2.	 ※で示す間は、センターステップで挟み込
まない高さに、配線及び固定してください。
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スイッチハーネス

車両ハーネス

クランプ×3

Front

TY-HV-E03

10.	スイッチハーネスを車両ハーネスに沿って配線
し、クランプで固定する。

Front

スイッチハーネス

フロアマット（フロント）

フロアマット（リヤ）

TY-HV-E01

フロアマット
（フロント） スイッチハーネスフロアマット（リヤ）

Front

フロアマットは下記の順番で重ねて復元してく
ださい。

7.	スイッチハーネスの白色 6PコネクターをECU
ハーネスの白色 6Pコネクターに接続する。

8.	スイッチハーネス（短い方）の余長をクランプで
ループ状に束ね、フロアボードの下に収納する。

9.	スイッチハーネス（長い方）をクランプでエアコ
ンドレンホースに固定する。

Front スイッチハーネススイッチハーネス

白色6P

TY-HV-D42

Front

スイッチハーネス（長い方）

フロアボード

スイッチハーネス
（短い方）の余長

ループ

クランプ

余長

クランプ×2

エアコンドレンホース

TY-HV-D43

1.	 エアコンドレンホースにスイッチハーネス
（長い方）を固定する際は、ホースが変形し
ない程度にクランプを締め付けてください。

2.	 センターピラーガーニッシュ LWR RH復元
の妨げとなる為、余長はフロアボード開口
部から見えない、左奥のスペースに収めて
ください。

6.	フロアマットを復元する。
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ツメ×5

クリップ×4

ECUハーネス

センターピラー
ガーニッシュLWR RH

加工箇所

TY-HV-E02

Front

ツメ ×2

クーラーパイプカバー

クリップ ×9

TY-HV-F06

11.	クーラーパイプカバーを復元する。

12.	加工箇所を ECUハーネスに合わせ、センターピ
ラーガーニッシュ LWR RHを復元する。

200mm

スイッチハーネス
（長い方）

テープピラー

クリップ取付穴

クリップ穴

スイッチハーネス（長い方）

くぼみに通す

灰色3P

クーラーダクトINN（最後尾）

くぼみにスイッチ
ハーネスを収める

ボス

それぞれのリブとボスの間で
１箇所固定する

テープ

断面視

スイッチハーネス（長い方）

ボス

リブ

ボス詳細

テープ

スイッチハーネス
（長い方）

手順1 : スイッチハーネスをダクト内へ通して後方に取り出す

手順3,5 : 200mm取出しクリップ穴を避けて固定

手順 2,4,6 : ECUハーネスを下記要領でクーラーダクト内に固定する

◆クーラーダクト内の配線要領

手順1～6完了後、全てのクーラーダクトを復元する

手順1

手順2 手順4 手順6

手順3 手順5

クーラーダクトINN
（No.1,2,3）

スポンジ

テープを隙間なく密着して固定

クーラーダクトINN No.1

クーラーダクトINN No.2
クーラーダクトINN No.3

テープがスポンジに重ならないように固定してください。

TY-HV-E05
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降車確認ボタン　

スイッチハーネス（長い方）

バックドアウインドウ

スイッチハーネス（長い方）

灰色 3P

バックドアウインドウ

降車確認ボタン

スポンジテープ

TY-HV-F03

3.	スイッチハーネス（長い方）の灰色 3Pコネクター
を降車確認ボタンに接続する。

4.	接続した灰色 3Pコネクターにスポンジテープを巻
く。

ボデーパネル

30mm

30mm

降車確認ボタン
取付位置

降車確認ボタン
取付位置

降車確認ボタン

クリップ穴

TY-HV-F01

降車確認ボタンの取り付け
1.	降車確認ボタン取付位置（斜線部）を脱脂剤等
で洗浄する。

2.	離型紙を剥がし、降車確認ボタンをバックドア
のピラーに貼り付ける。
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リヤウインドウ

車両ハーネススイッチハーネス（長い方）

テープ ×2

ループ ループをボデーパネルの
スペースに収めテープで
固定する

降車確認ボタン
ケーブル

余長箇所

クリップ穴
クランプ ×3

クランプ

余長

灰色 3P

車両打ち込み
クランプ

TY-HV-F04

真上に配線する

テープ×2
（1/2サイズにカットしたもの）

ケーブル

10mm

降車確認ボタン

クリップ穴

スポット溶接部

TY-HV-F07

5.	テープを 1/2 サイズにカットする。
6.	降車確認ボタンのケーブルをテープ（1/2 サイズ
にカットしたもの 2枚）でボデーに固定する。

7.	灰色 3P コネクターを車両打ち込みクランプに合
わせ、スイッチハーネス（長い方）及び降車確
認ボタンのケーブルをクランプで固定する。

8.	降車確認ボタンのケーブル余長をまとめ、クラ
ンプで車両ハーネスに固定する。

9.	スイッチハーネスの余長を図の位置でループ状に
まとめ、クランプで固定する。

10.	ループ状にまとめた余長をボデーパネルのスペー
スに収め、テープで固定する。

車両部品が復元できなくなる為、クリップ穴及び
スポット溶接部を避けて固定してください。

はだか線にはクランプ固定しないでください。

車両部品が復元できなくなる為、クリップ穴を避
けて固定してください。
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作動確認
1. バッテリー（マイナス）端子を接続してください。
2. 下表に従い、作動状態の確認を行ってください。
3. 正しく作動しない場合は、次項のトラブルシュートを行ってください。

項目 確認

電源 2 系統
取得確認

ヒューズ取付状態
3 パターン※で
IG/ACC ON

IG/ACC ON

正常取付

片側抜き

片側抜き
（上記逆側）

IG/ACC OFF

降車確認ボタン押す

IG/ACC ON→OFF

IG/ACC ON

IG/ACC ON→OFF

4 分経過後

降車確認ボタン押す

ここだよボタン押す

降車確認ボタン押す

日常動作
降車確認

日常動作
再出発

降車未確認

助けを求める

確認事項

インジケーター
スピーカー 降車確認

ボタン
ここだよ
ボタン ホーン ハザード

赤灯 緑灯

3 秒点灯後
消灯

3 秒後、
点灯 作動通知音

作動通知音

作動通知音

作動通知音

3 秒点灯後
消灯

3 秒後、
点灯

3 秒点灯後
消灯

3 秒後、
点灯

3 秒点灯後
消灯

3 秒後、
点灯

点灯 音声吹鳴

音声停止

吹鳴停止

音声吹鳴

点灯

消灯

消灯 消灯

消灯

点灯

点滅

音声停止 消灯 点滅

SOS 信号

停止

点滅

停止

音声吹鳴 点灯 SOS 信号 点滅

音声停止 消灯 点滅 停止 停止 □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

消灯

※	ヒューズ片側抜き×2
　　　　　　　　　　　で固定したヒューズホルダーから下記に該当するヒューズを 1個ずつ抜いて確認ECUハーネスの配線

5A赤 黒 5A緑 黄
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トラブルシュート

① 電源2系統取得確認

②日常動作　降車確認

IG/ACCオフ→オン

インジケータが
点灯しない

YES 電源取得の配策と車両ヒューズ切れがないか確認
それでも点灯しなければ、ワイヤーハーネスの断線の可能性があるため、部品交換

インジケータが
点灯しない

YES 電源取得の配策と車両ヒューズ切れがないか確認
それでも点灯しなければ、ワイヤーハーネスの断線の可能性があるため、部品交換

スピーカーの配策を確認
それでもビープ音が鳴らなければ、スピーカーの故障の可能性があるため、部品交換

IG/ACCオン

赤灯が点灯したままで
緑灯に切り替わらない

NO

NO

赤灯が点灯したままで
緑灯に切り替わらない

正常

正常

YES
スピーカーの配策、ここだよ/降車確認ボタンが押され続けていないか確認
それでも緑灯に切り替わらなければ、スピーカーの故障もしくは
ここだよボタン/降車確認ボタンの故障の可能性があるため、部品交換

NO

NO

作動通知のビープ音が
鳴らない

降車確認を促す音声が
吹鳴しない

IG/ACCオフ

降車確認ボタンを押す

NO

NO

降車確認ボタンが
点灯しない

YES

スピーカーの配策、ここだよ/降車確認ボタンが押され続けていないか確認
それでも緑灯に切り替わらなければ、ここだよ/降車確認ボタンの故障の可能性があるため、部品交換

YES

スピーカーの配策を確認
それでも音声が吹鳴しなければ、ユニット本体の故障の可能性があるため、部品交換

YES

降車確認ボタンの配策を確認
それでも点灯しなければ、降車確認ボタンの故障、ワイヤーハーネスの断線の可能性があるため、部品交換

YES

降車確認を促す音声が
停止しない

NO

NO

ここだよボタンが
点滅しない

降車確認ボタンの配策を確認
それでも停止しなければ、降車確認ボタン故障、ワイヤーハーネスの断線の可能性があるため、部品交換

YES

ここだよボタンの配策を確認
それでも点滅しなければ、ここだよボタンの故障、ワイヤーハーネスの断線の可能性があるため、部品交換

YES

NO

このトラブルシュートは、作動確認の作業で作動不良となった
場合の点検方法を記載してあります。
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③日常動作 再出発

④降車未確認

IG/ACCオン

降車確認を促す音声が
停止しない

YES ACC/IGの配策を確認
それでも停止しなければ、ワイヤーハーネスの断線、ユニット本体の故障の可能性があるため、部品交換

降車確認ボタンの配策を確認
それでも消灯しなければ、降車確認ボタン故障、ワイヤーハーネスの断線の可能性があるため、部品交換

ホーンが鳴らない ホーンを押して
ホーンが鳴るか？

YES YES
ホーン信号の配策を確認
それでも鳴らなければワイヤーハーネスの
断線の可能性があるため、部品交換

車両修理書参照

IG/ACCオン→オフ

4分経過後

NO

降車確認ボタンが
消灯しない

正常

正常

YES

降車確認ボタンを押す

NO NO

車両修理書参照

NO

ハザードボタンを押して
点滅するか？

YES
ハザード信号の配策を確認
それでも点滅しなければワイヤーハーネスの
断線の可能性があるため、部品交換

NO

ハザードが点滅しない YES

NO

NO

NO

音声、ホーン、ハザードが
停止しない

降車確認ボタンの配策を確認
それでも停止しなければ、降車確認ボタン故障、ワイヤーハーネスの断線の可能性があるため、部品交換

YES

ここだよボタンが点滅しない ここだよボタンの配策を確認
それでも点滅しなければ、ここだよボタン故障、ワイヤーハーネスの断線の可能性があるため、部品交換

YES

NO

降車確認ボタンが消灯しない 降車確認ボタンの配策を確認
それでも消灯しなければ、降車確認ボタン固着、ワイヤーハーネスの断線の可能性があるため、部品交換

YES

NO

ここだよボタンの配策を確認
それでも消灯しなければ、ここだよボタンの故障、ワイヤハーネスの断線の可能性がある為、部品交換

ここだよボタンが
消灯しない

YES

NO
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⑤助けを求める

ここだよボタンを押す

ホーン、ハザード
全てが作動しない

YES ここだよボタンの配策を確認
それでも作動しなければ、ここだよボタン故障の可能性があるため、部品交換

ホーンを押して
ホーンが鳴るか？

YES
ホーン信号の配策を確認
それでも鳴らなければワイヤーハーネスの
断線の可能性があるため、部品交換

車両修理書参照

NO

ホーンが鳴らない

正常

YES

NO NO

車両修理書参照

NO

ハザードボタンを押して
点滅するか？

YES
ハザード信号の配策を確認
それでも点滅しなければワイヤーハーネスの
断線の可能性があるため、部品交換

NO

ハザードが点滅しない YES

NO

NO

NO

NO

音声、ホーン、ハザードが
停止しない

降車確認ボタンの配策を確認
それでも停止しなければ、降車確認ボタン故障、ワイヤーハーネスの断線の可能性があるため、部品交換

YES

ここだよボタンが点滅しない

降車確認ボタンを押す

ここだよボタンの配策を確認
それでも点滅しなければ、ここだよボタン故障、ワイヤーハーネスの断線の可能性があるため、部品交換

YES

NO

降車確認ボタンが消灯しない 降車確認ボタンの配策を確認
それでも消灯しなければ、降車確認ボタン固着、ワイヤーハーネスの断線の可能性があるため、部品交換

YES

降車確認ボタンが点灯しない 降車確認ボタンの配策を確認
それでも点灯しなければ、降車確認ボタン故障、ワイヤーハーネスの断線の可能性があるため、部品交換

YES
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ユニット本体の取り付け
ユニット本体の取り付け
1.	ECUハーネスの白色 16P コネクターをユニット
本体から取りはずす。

2.	両面テープの離型紙を剥がす。
3.	ユニット本体を脱脂剤等で洗浄し、両面テープ
を貼り付ける。

両面テープ

ユニット本体

TY-HV-C02

＜ AT 車の場合＞
4.	ユニット本体取付位置を脱脂剤等で洗浄する。
5.	ECUハーネスの白色 16P コネクターをユニット
本体に接続する。

6.	両面テープの離型紙を剥がし、ユニット本体を
シフトレバーカバー側面に貼り付ける。

7.	ECUハーネスのフィルター取付部をテープでシ
フトレバーカバー側面に固定する。

シフトレバーカバー

ECUハーネス　

テープ

ユニット本体

フィルター取付部
TY-HV-C03

＜ MT 車の場合＞
4.	ユニット本体取付位置（斜線部）を脱脂剤等で
洗浄する。

5.	ECUハーネスの白色 16P コネクターをユニット
本体に接続する。

6.	両面テープの離型紙を剥がし、ユニット本体を
インパネに貼り付ける。

7.	 ECUハーネスのフィルター取付部をインパネブ
ラケットの穴に固定する。

ユニット本体
取付位置

R終わり

R終わり
インパネ

TY-HV-C05

フィルター取付部

クランプ

インパネブラケット

ECUハーネス

TY-HV-C06

ユニット本体はECUハーネスに屈曲が無く、
シフトレバーカバー上面からはみ出さない位置
に貼り付けてください。
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降車確認ボタン

降車確認ボタンラベル
TY-HV-F02

ここだよボタン

ここだよボタンラベル

TY-HV-G02

ラベルの貼り付け
降車確認ボタンラベルの貼り付け
1.	降車確認ボタンラベル貼り付け箇所を脱脂剤等
で洗浄する。

2.	降車確認ボタンラベルを貼り付ける。

ここだよボタンラベルの貼り付け
1.	ここだよボタンラベル貼り付け箇所を脱脂剤等
で洗浄する。

2.	ここだよボタンラベルを貼り付ける。

装着確認ラベルの貼り付け
1.	ガラス内側の汚れ、水分、油分などを取り除く。
2.	左図で示すガラス内側に装着確認ラベルを貼り
付ける。

全範囲に貼り付け可能
（右側のドアガラスも同様） 全範囲に貼り付け可能

装着確認ラベル

TY-HV-F08

 ・	ロゴマークや規格の刻印に重ならないよう
貼り付けてください。

 ・	シワや気泡が入らないようにゆっくりと端
から貼り付けてください。

 ・	凹凸が無く平面な箇所に貼り付けてください。
 ・	シワや気泡が入らないようにゆっくりと端か
ら貼り付けてください。

 ・	凹凸が無く平面な箇所に貼り付けてください。
 ・	シワや気泡が入らないようにゆっくりと端か
ら貼り付けてください。
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配線図

ユニット本体

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 13 1415 1612

ACC

LEDC

HZR

GND

IG

LEDH

HRN

+B

SP+

SP-

HELS

CHES

GNDS

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

黄

白茶

白

白-黒

緑

青

赤

紫

紫

桃

黄緑

赤

白-黒

5A

1

2

3

4

5

6

5A

スピーカー

1
2
3

DIODE

1
2
3

紫
黒

黄

5A

5A

白 白

黄

赤

赤

緑

紫 紫

赤

黄

赤

緑

紫

桃
1

2

白茶
赤
白-黒

青
黄緑
白-黒

1
2
3

1

2

3

4

5

6

降車確認ボタン

ここだよボタン

② ③ ④

⑤

①

1 2 3
4 5 6

3 2 1
6 5 4

10
1 2 3 4
5 6 7 8 9 10

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11121314

1 2 3 4 5 6
7 8 9

2930 313233 34
5354 555657 58

1 2 3 7 8 94 5 6 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
3536 373839 40 4142432021 222324 25 2627 28

4445 464748 49 5051 52 5960 616263 64 6566 67

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 1112 13 14 15 16 17 18 19 20 2122
2324 25 26 2728 2930 3132333435 363738

3

③

34

④

5

⑤

4
①

3

①

6

②

車両側システム配線の詳細及び部品名称は、各車両の配線図集を参照してください。
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 1.	 後席クーラーの風量が十分に確保されているか確認してください。

 2.	 ハーネス類の噛み込み及び、車両部品の取り付けミスがないかもう一度確認してください。

 3.	 ハザードランプ、ホーン等、電気系統に異常がないか確認してください。

その他取りはずした車両部品を元通りに取り付けてください。

復元時に車両ハーネスを噛み込んだり、シャープなエッジに干渉したり、車両部品を
破損させないように充分注意してください。

バッテリー復元時の注意事項
バッテリー復元作業終了後に、車両システムによっては初期化が必要な場合があります。
車両修理書を参考に初期化作業を行ってください。
※車両システムの初期化には、GTS+等のツールが必要な場合があります。

復元作業

最終確認

加工箇所

バックドアアッパートリム

ケーブル

バックドアアッパートリム
クリップ×14 マスキングテープ

TY-HV-F05

樹脂クリップ×7

リヤルーフヘッド
ライニングツメ×8

クリップ×2

TY-HV-A28

1.	 リヤルーフヘッドライニングを復元する。

2.	 バックドアアッパートリムの加工箇所を、点検完
了スイッチケーブルに合わせて復元する。

必ずお客様に操作要領を説明してください。

取り付け店殿へのお願い


